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各  位 

                          平成 18 年 10 月 27 日 

                   会社名 株式会社コロワイド 

                      代表者名 代表取締役社長 渡辺順寛          

                        （コード番号 7616 東証第一部） 

                      問い合わせ先 専務取締役 野尻公平 

                       （連絡先電話番号：045-274-5970） 

業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績の動向を踏まえ、平成 18 年５月２日に公表いたしました個別（中間期・通期）

業績および連結中間期業績、並びに平成 18 年８月４日に公表いたしました連結通期の業績

予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１．中間期個別の業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 18 年９月 30 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 1,105 655 461 

今回修正予想（B） 1,097 665 505 

増減額（B-A）      △８ 10  44 

増減率（％） △0.7％    1.5% 9.5% 

（ご参考）平成 17 年９月中間実績 1,025 587 44 

〔金額単位：百万円〕 

２．通期個別の業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 2,242 1,202 908 

今回修正予想（B） 2,231 1,165 862 

増減額（B-A） △11 △37 △46 

増減率（％） △0.5％ △3.1％ △5.1％ 

（ご参考）平成 18 年３月実績 2,088 1,336 527 

〔金額単位：百万円〕 

３．中間期連結の業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 18 年９月 30 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 55,088 1,336 △623 

今回修正予想（B） 54,227  450 △1,788 

増減額（B-A） △861 △886 △1.165 

増減率（％） △1.6％ △66.3％ △187.0％ 

（ご参考）平成 17 年９月中間実績 39,451 948 △868 

〔金額単位：百万円〕 
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４．通期連結の業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 19 年 3 月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 121,251 5,645 1,183 

今回修正予想（B） 119,920 4,110 102 

増減額（B-A） △1,331 △1,535 △1,081 

増減率（％） △1.1％ △27.2％ △91.4％ 

（ご参考）平成 18 年３月実績 93,064 3,946 406 

〔金額単位：百万円〕 

 

連結業績予想数値の修正理由 

中間期につきましては、全国的な天候不順及び平成 18 年 10 月 24 日に別途公表いたしま

した「連結子会社における業績予想の修正のお知らせ」に記載の旧株式会社がんこ炎（平成

18 年 10 月１日付にて株式会社アトムに吸収合併）における下方修正の影響から、売上高は

当初計画を若干下回る 54,227 百万円となる見込みです。また、経常利益は、上記理由に加

え、牛肉・鮮魚を中心とした食材価格の高騰･高止まりによる原価率上昇の影響や、設備投

資関連費用の負担増により、当初計画から 886 百万円減少し、450 百万円となる見込みです。

中間純損失につきましては、経常利益の減少要因に加え、上記がんこ炎等における営業資産

に対して減損損失を追加計上したことに伴い、当初計画を下回る見込みとなりました。 

通期につきましては、中間期までの実績を踏まえ、業績の回復に最大限努めてまいります

が、当社グループの主力業態でもある居酒屋業界を取り巻く事業環境は依然厳しいと考えら

れることから、売上高は 119,920 百万円を見込んでおります。 

また、経常利益につきましては、中間期までの影響に加え、単なるコスト削減に頼らない持

続的な成長維持の観点から、株式会社宮における大規模な店舗リニューアル等を予定してお

り、これに伴う一時的な費用増加等により 4,110 百万円となる見込みです。 

当期純利益につきましては、経常利益の減少要因及び中間期における減損損失の追加計上等

を主要因として、当初計画を下回る 102 百万円を見込んでおります。 

 なお、当社では、成長戦略としてのＭ＆Ａを積極的に推進しておりますが、企業体力の本

質的な強化を図る観点から、Ｍ＆Ａによる「のれん」の償却期間及び再建中の子会社に関す

る連結上の繰延税金資産の計上について、従来から保守的な会計処理を採用しております。

また、会計的には「のれん」の償却は費用計上されますが、税務上は損金と認識されません

ので、「のれん」償却前の利益に対して課税が発生するため、会計上の利益に対する法人税

等の負担率が急激に上昇し、当期のように当期純利益が大きく減少することがあります。 
                           以上 


